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「若き研究者へ の 期待」

辻井　薫 （つ じい 　かおる）

元
・
花王 （株）研究所 ＆ 元 ・北海道大学電子科学研究所

　産 ・官 ・学 の 全 て の 研究機 関 を経験 した 演者 か ら、若手研 究者 に 対す る 期待 と要 望 をお伝 え した い 。具体的 に は

次 の 項 目に つ い て お 話 しす る 。

1）自己 紹介

　私 と は何者か を知 っ て 頂 くた め に 、 花 王 （産）、 海洋研究開発機構 （官）、 北大 （学）で の 研究や転勤 の こ と等 に

　つ い て 簡単に紹介する。

2 ）私 に おけ る オ リ ジナ リ テ ィ の 源泉

　私 は、自分 の 研究生活 を通 して、研 究 に おけ る オ リ ジナ リ テ ィ の 源泉 は 、・異 なる 分野 の 融合、・Serendipity、

　
・
誰 もや っ て い ない 分野 へ の 挑戦 の 三 つ だ と思 っ て い る。 私 自身が行 っ て きた研究 を例 に とっ て 説明する。

3 ）企 業研究者 に 要望 され る こ と

　・企業研究の 特徴、・
面接官は何を見 て い る の か 、・

学士 ／修士 ／博 士 と は ？

4 ）若 き研究者へ の メ ッ セージ

　必要な こ と ： ・研究ス キ ル を身に つ け る、・広 く勉強す る、・オ リ ジナ リ テ ィ を発揮す る。

　決 して や っ て は い けない こ と ：
・
青 い 鳥 を追 うこ と、・

出来ない 理由を先 に 考え る こ と。

　最も大事な こ と ： 意欲／情熱／感動／夢 。

若手研究者はマ イン ドマ ッ プでキャ リア チ ェ ンジできる ！

　　　　　　　　　　　 〜 自分を 「見える化」 してキャ リアチ ェ ン ジに生かす

山本　伸　（やまもと　しん）

NPO 法人サ イ エ ン ス ・
コ ミュ ニ ケ

ー
シ ョ ン　理事

　高度職業人 と して の ボ ス ドク ・博士号取得者の 活躍 の 場は、ア カ デ ミア だ け で な く企 業、 あ る い は科学館
・
博物

館 や 特許事務所 、証券会社、経営コ ン サ ル タ ン トな ど近年、大 きく幅が 広が っ て い ます。一
方、実際に キ ャ リ ア チ ェ

ン ジ をす る と なれば 、自分 を取 り巻 く思考 や 人間関係、環境 など 「人生」 を見直す、あ る い は 5年後や 10 年後の

自分の 「人生 」 を綿密 に 想像 した 上 で 準備が必要 で す 。 しか しなが ら、そ の よ うな時間的
・
気分的余裕は ほ とん ど

な い の が 若手研 究者の 実情 で は ない で し ょ うか 。

　当セ ミ ナーで は研究者が 、多忙な合間 に脳内を リ フ レ ッ シ ュ し、こ れ か らの 人 生 で 自分 は何 を した い の か、どの

よ うなキ ャ リ ア パ ス を構築 して い くの か を効率的 に分析する方法 と して 「マ イ ン ドマ ッ プ」の 活用法 と事例 を解説

します。

　我 々 が 開発 し た マ ッ プ は 、自分 自身の 思 考 や 人 生哲学、夢 や 希 望を短時 間 で 頭 の 中 か ら引 っ 張 り出 し、た っ た

1 枚 の シ
ートの 中 に 自 らの 手 で 描 くこ とで 想像力 を 最大限 に 高 め る 「ビ ジ ュ ア ラ イゼ ーシ ョ ン 」 が 誰 に で も行 え る

よ うに 設 計 さ れ て い ます。

　また、見 える化 した 自分 は今後どうした ら よい か 。キ ャ リア 構築 に 向けた行動計 画 を短時 間 で 具体的 に プ ラ ニ ン グ

す る 「全脳思考」と い うフ レーム ワ ーク も合 わ せ て ご 紹介します。

当日参加 され る 方は、色鉛筆 OR カ ラ
ーペ ン （6色以上）を持参 して 下さい 。
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